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いた。同時に学術上もルーマニア・フォークロアは、 Cosmic Religion という概念を伴って注目すべき資
料としての地位を有し続けたことにも注目し、エリアーデにおけるルーマニアの位置づけをみていく。
エリアーデのルーマニア時代と亡命時代の橋渡しをする学術的著作としては Traité d'histoire des 
















































































































ころみとして捉える視点から、 Ihomo religiosusJ I中心のシンボリズム J I聖なるものの擬装J I新しい
ヒューマニズム」といったエリアーデの鍵概念が再考されるが、ここでもルーマニア時代のエリアーデ
が鏡となって論じられる。その結果エリアーデ宗教学には、近代における人間状況への不満と、それを
克服するための宗教学の役割が常に意識されていることが指摘される。このような議論に立ち、第四章
I{近代》の克服としてのエリアーデ宗教学J では、現在の宗教学におけるエリアーデ宗教学の位置が検
討され、その今日的意義が明らかにされる。そして「おわりに」では、この論文の視座が再確認され、
今後の課題が提示される。
本論文は、これまで多くの研究者により論じし尽くされてきたと理解されていたエリアーデ宗教学
を、コトバの壁で、看過される傾向の高かったルーマニア時代の文献を読み込むことで再考した点が高く
評価できる。最後に添付されたエリアーデのルーマニア語著作目録は日本では初めてで、それぞれにコ
メントが付けられている点も貴重である。説得力を持った論述のためには、さらなる工夫の余地は残さ
れているが、ここでの成果が斯学の発展に寄与することは間違いがない。よって、本論文の提出者は、
博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと判断される。
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